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皿 瑞浪層群 の地質

糸 魚 ｝II淳 二

1. ま え が き

瑞浪地方の地質は第置 ー 1 表に示すように大きく 4 つの単位から成り立っている ． すなわち，

基盤の岩石， 瑞浪層群（中新統中部）． 瀕戸層群（鮮新統）， 第四紀層である ． これらのうち．

瑞浪層群・穎戸層群など主なものについては， それ

ぞれの項目において詳しく述べるが． その他のもの

について， 概観する ．

基盤の岩石は古生層・濃飛流紋岩類・花岡岩類に

区分される ． 古生眉はいわゆる秩父古生層で， 二畳

系である ． 分布は断片 的 で あ る ． チャ ー ト及び頁

岩•砂岩の互眉からなり， 小さい石灰岩のレンズを

含んでいる ． 地層は摺曲していて， ほぼ東西に近い

地質構造をもっている ． 主な分布地は北部の木曽川

沿岸地域で， その他． 屏 風 山 付 近， 瑞浪市の東南

部， 多治見一土岐市の西北部などにもある ．

濃飛流紋岩はその名の示すように． 美濃・ 飛騨両
国にまたがるひろい分布 を も つ が， その西南端部

が， 瑞浪市釜戸町から， 恵那郡岩村町へかけての地

域に見られる ． 主に流紋岩ないし流紋デイサイト質 第1-1表 瑞浪地方の地質

の溶結凝灰岩である ． かって， 石英斑岩と呼ばれたものはこれに属する． 溶結凝灰岩は灰色・
暗灰色・緑灰色でかた＜， ち密で あ る ． 石英・長石の直径 2~5111111 の斑晶． 有色鉱物の黒雲

母・角閃石などの斑晶を含む ． また， 古生層の角ばった岩片， 軽石の扁平になった本質物質な

どが見られる ． 基質は強く溶結した細かい火山ガラスである． 地質時代は白亜紀後期（ギリヤ

ーク世～浦河世）と推定されている ．

花岡岩類は時代的に大きく 2 分 さ れ る ． 一つは伊奈川花岡岩（領家花岡岩類の一部）であ

る ． 瑞浪市東南部から東方恵那郡方面へかけて分布する． 岐阜県地質鉱産図概説(1971)によ
れば， 粗粒の斑状角閃石黒雲母花岡岩～花刷閃緑岩を主とし， 粗粒黒雲母花岡岩などを伴う ．

前者は粗粒で． とくに， カリ長石が 2~5cm（長径） の斑状結 晶 を 示 す． 片理構造は弱く，
塊状のことが多い ． 濃飛流紋岩類に貫入し， 熱変成作用を与えている ．

他の一つは土岐花闘岩と呼ばれ， 苗木花岡岩と同類であるが， やや塩基性（花岡閃緑岩質）

の岩相をともなう点で異なるといわれる ． 屏風山断層を南限とし， 東西約12l皿， 南北約14血の

分布がある． 代表的な岩相として次のものがある．
(1) 細粒・角閃石含有黒裏母花岡閃緑岩

(2) 中粒・角閃石含有黒雲母花拗閃緑岩

(3) 中～粗粒黒雲母花刷岩

(4) 斑状黒雲母花岡岩

(5) 細粒黒雲母花岡岩
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これらのうち．（3）がもっとも広く分布し，（4）は月吉のウラン鉱床の基盤となる岩石である ．

苗木花岡岩の放射年代が7,500~6,000万年（白亜紀最末期）であるので，この花岡岩の年代も
それに近いものと考えられる ．

第四紀層には．釜戸層の他．段丘堆積層．沖積層がある ． 段丘は．瑞浪市付近の土岐川両岸
において 2段に区分される ． 高位のものは，名滝の原の部落のある面．瑞浪高校，瑞陵中学の
ある面などである ． 低位面は土岐川左岸の上野町，樽上町，一色町，小田町などのある広い面
である．地層としてはうすく，10m以下で，砂礫層である ． 各地の艇の最上部に見られる ．

沖積囮は土岐川の沖積平野がもっとも広いもので．その他．各地の河川の両岸に見られる ．

また，山すその扇状地性・紺錐性の堆積物も含まれる ． 礫•砂を主とした，固まっていない地
層である ．

2. 層 序

瑞浪層群の地層区分については多くの議論がある ． わずか数百メ ー トルの厚さを持つ地層に
すぎないのに，岩相変化のはげしさ．しばしば見られる侵食面の多さは，地層区分に混乱をも
たらしている ． いままでの多くの研究による区分の変遥と，本報告で用いる区分との関係を第
]ll- 2 表に示した ．
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第1!1 ー 2表

瑞浪層群は，そ の中に見られる 2 つの大きい地層間隙（非整合）をもって， 3 つのユニ ッ

トに区分される． 第1のユニットは土岐央炭累層で，淡水成の地層である ． 第 2のユニ ッ トは
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本郷累層（おそらく淡水成層）と明世累層（海成囮）で， 海進のプロセスを表わす ． 第3のユ

ニットは生俵累層で， 海成層である ． 後で述べるように， これらの3つのユニットは， 全体と

して， 1 つの大きい海進を表わすといえよう ．

3 つのユニットの境界はいわゆる非整合である ． 下の非賂合（第 1 と第 2 のユニットの間に

ある）は， 一般に著しく， 多くの地域で認められる ． 特に， 本郷累眉が欠除して， 海成層であ

る明世累層が直接重なる場合は， その境界に， 穿孔性貝類の生痕化石がしばしば見られる ． 本
郷累層との間の関係は不明瞭なことがあり， 岩質が類似していることもあって， 区別しにくい

ことが多い ． かなり顕著な礫岩（たとえば日吉町白倉南に見られる）を本郷累層の基底と考え
るのが妥当であろう ． この礫岩は， 土岐町鶴城においても見られる ．

上の非整合は， 地域によって異なる ． 盆地の中心部では， わずかな侵食面と散点する小礫の

存在により， 下位の狭間層と， 区分される ． また， 中央道 St. 288（地点 77*）に見られるよ

うに， 狭間層の頂面に堆積構造， 生痕化石が存在することもある ． 周辺部では侵食が著しく，

明世累履を欠除して， 直接， 本郷累庖， 土岐爽炭累層， 花岡岩の上にのることが多い． しばし
ば， 破片となった化石を多く含む礫岩が発達する ．

本郷累層と明世累暦の間の関係は， さらに 1 つオ ー ダーの低い ギャ ップで あ る． 土岐町木

暮， 清水松洞に見られるように， 地層面と斜行するような関係で漸移することもあるし， 一方
において， 鶴城において見られるように， 礫岩の発達することもある ． この 2つの累眉は下位
に本郷累層があり， その上位に明世累暦が重なる関係で， 全体として漸移で， 時に小さい堆梢
間隙を持つといえるだろう ． 多くのポ ー リング柱状図を検討すると， 確かに礫岩が存在するこ

とはあるが， 岩質的にもなかなか区分がむつかしく， 貝化石を含む海成層を明世累囮として認
定せざるをえない状態である ． このような両者の境界は， 1 つの時間面を示すものでなく， 地
域によって， 層準の差があると思われる ． たとえば， 日吉町本郷の西北で見られるように， 明

世累層中部（山野内層）相当の本郷累囮（非海成～汽水成と推定される）が存在する ．

このような多くの堆積間隙の存在は， 海進にいくつかの波があったこと， また， 沈降域の移

励に伴い， 堆積盆地の中心が移動したことによるものであろう ．

瑞浪層群は一部を除いて， 地層はゆるい傾斜を持っている ． しかも， 丘陵地を形成して分布

しているので， 柱状図をつくるのに適していて， また， それが， 地質状況を知り， 層序区分を

するのに有効である ． 野外において作製された100本以上の柱状図のうち， 主なものを本項の
終りの第置 ー12図にまとめ， 岩相， 化石群， 鍵層などを示した ．

ウラン鉱床の発見に伴い， 動力炉核燃料開発事業団により行われたボ ー リングは数百本に及
ぴ， これまで， 亜炭坑などわずかのデー タしかなかった地下地質について， その実体を明らか

にした． 代表的な地質柱状図も第 11 ー 13 図（本項の終り）に示してある ． この地下地質と地表

地質のデ ー タを組合わせると， 基底面地下等高線 図， 地層等層厚線図などがえがかれ， 贋序・
地質構造の解析に有用である ． 現在はその作業を進めている段階で， 完全なものでないが， 本

郷累雇， 明世累層の地下等高線図を第罰 ー 2 図， 第 1-8 図に示した ． また， 第"-1 図は， 動
力炉核燃料開発事業団で作製された， 土岐央炭累層のそれである ．

土岐央炭累層

主として泥岩， 砂岩， 角礫岩からなり， 凝灰質， 亜炭質のことがある ． 数囮の亜炭および凝
灰岩をはさむ ． 泥岩および砂岩は， 新鮮な場合は濃い緑灰色を呈するが， 乾燥すると暗灰色～
灰色を呈する ．

＊地点番号は第11 ー14図（柱状図地点図）， 第『 一 1 図（化石産地図）に示される ．
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本累眉の基部には礫岩が発逹する． 花岡岩の礫を主とするもの， 古生層由来のチャ ー ト ・ ホ

ルンフェルスなどの細礫岩， チャ ー ト ・ ホルンフェルスの角礫岩などで， マトリックスはア ー

コ ー ス質砂である． このような礫種のちがいは， 基盤の岩石の岩種のちがいによるもののよう

である． ボ ー リング資料によれば， 盆地の各地の基盤上に広く発逹し， 時に50mに逹する．

主要部は泥岩を主とする地園で， 砂岩と互眉 することがある． 亜炭屈及び凝灰岩囮を挟む．

また， 細礫岩層（古生層礫からなる）も発達することがある． 突炭帯は2~3の層準に認めら

れるが， 最上部のそれは山丈lOmに及び， かつて， 盛んに採掘された．

地表で主に分 布 す る地域は日吉町地域， 土岐町鉛城ー山田町一土岐市妻木・駄知地域であ

る． ポ ー リング資料によれば分布はさらに広く， 堆禎盆地のほぽ全域に及び， 雇厚も地表で70
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m 前後， 地下では土岐町鶴城で 137m+ ， 小田町で 141m に達する ．

土岐突炭累阻からは海成である証拠が発見され て い な い ． 後述のように， 可児盆地におい
て， 淡水貝が発見されていて， 淡水成層であることを物語っている ． 植物化石も多く含まれて
t ヽる ．

瑞浪地域の土岐突炭累層基底の地下等高線図が 第 11- 1 図 である（動力炉核燃料開発事業団
による） ． 月吉断履明世町月吉を通り， ほぼ東西にのびる）について考慮してないので， 多少の
訂正を必要とするが， 大勢は変らない． この図からわかる通り， この地域の， 土岐央炭累層の

基底面は， 大きい 2 つの谷を持って い る． 1 つは日吉町深沢から， 白倉一本郷ー木暮へ連続

し， 他は土岐市賤ケ洞から月吉一瑞浪駅 付近へのびる ． 全体として北が高く南へ低い ． この谷
は， 土岐央炭累暦堆積以前に， 基盤の花岡岩に刻まれたもので， 川の流路を思わせる ． この谷
を埋めて基底部の礫岩をはじめ， 地層が堆積したのである． 同様の谷は御嵩町東部（第XVI―3

図）， 土岐市定林寺にも見られる ． 盆地全体を見たとき， 中央線以南で谷地形はほとんど見ら
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れなくなり， 南へ下がるほぼ東西の等高線となる ． 最深部は土岐市中肥田の南で， ー179m で
ある ． 山田断層帯より南はさらに複雑であるが， 資料が少ない ．

本 郷 累 層
礫岩， 軽石凝灰岩， 砂岩， シルト岩， 泥岩からなり， 全般に著しく凝灰質である ． 主体とな

る地層は黄緑色～黄灰色の凝灰質砂岩・シルト岩・泥岩の互暦で， 軽石粒を多く含む ． 基底部

にある礫岩は古生囮由来のチャ ー ト， 砂岩， 花岡岩などの中～巨礫よりなり， 亜円～円礫であ

る ． 日吉町本郷～白倉において， かつて， 白倉礫岩（藤田•生越 1950) と呼ばれたものがそ

れである ． また， 本累層の比較的下部に， 軽石及びス コリアを多凪に含む火山礫凝灰岩があ

る ． 厚さは10m内外で， 可児地区の津橋凝灰岩相当層と考えられる ．

本累層の主な分布地は瑞浪盆地北部の日吉町本郷ー白倉地域， 東部の土岐町木暮地域で， そ

の他， 山田町， 明世町月吉， 稲津町小里， 土岐市賤ケ洞などにも 見 ら れ る． 木器付近の地府
は， 下位に凝灰質シルト岩があり， 軽石を含む ． その上位に凝灰質中粒砂岩と角礫岩（軽石お
よびチャ ー トなどからなる）の互脳が重なる ． この暦にはク ロ スラミナ（斜交囮理） が発達す

る ．

層厚は地表及び地下で最大70m前後である ． 厚さは地域によって異なり， 明世累屈の厚さと

密接に関連している ． 全体として， 北ー東北部（本郷ー木暮線） で厚く， 南西へ蒋くなる ． 瑞
浪市小田町では20m前後で， 土岐市付近では分 布 が な く， 明世累囮が直接土岐央炭累局をお
おう ．

多くの植物片， 炭質物， 珪化木を含み， 植物化石を産する ．

明 世 累 層

岩相変化があり区分しにくい地層である ． 瑞浪市明世町から小田町へ至る， 盆地中心部を模
式として， 下位より月吉屈・戸狩層（明世累層下部）， 山野内唇（明世累層中部）， 狭間贋（明世
累層上部） に区分する ． かって小田相（糸魚川 1960)と呼んだものは， 狭間囮に一括する ． こ

の地層区分は， 1）東部の土岐町桜堂地域， 2） 土岐市定林寺一久尻地域， 3） 土岐市土岐淫地域

に適用できない ． これらの地域では， 別な岩相が発達し， 地層区分もおのずと異なってくる ．

すなわち， 1) には桜堂相（砂岩・泥岩互層） 2) には久尻相（主に砂岩よりなる） ， 3) には

浅野相（含礫砂岩を主とする）， 肥田相（砂岩・泥岩の互層で， 凝灰岩をはさむ） が見られる ．

月 吉 層

明世町月吉正馬様洞に模式的に発達する ． 凝灰質の無暦理泥質細粒砂岩を主とする ． 石灰質

のノジュ ー ルを含み， また， 3 層の凝灰岩を挟み， 月吉付近でよく連続する ． 下部では砂岩及

び泥岩が不規則な互囮をし， また基底部において， 斜交園理の発達した細礫岩が発達すること
がある ． 土岐町清水一木森では， 主に細粒砂岩～砂質シルト岩が発達し， 眉厚 1 m, 時に 2m

に達する軽石凝灰岩を挟む ． この凝灰岩と月吉における凝灰岩との関係はわからない ． 胴厚は
30m以内で， 上位の戸狩層とは漸移する ． 多数の貝化石が含まれる ． ノジュ ー ルは貝化石ノジ
ュ ー ルである ． 炭質物， 植物片も多く含まれる ．

戸 狩 層
無層理乃至斜交層理をもつ凝灰質砂岩からなる． 砂岩は粗～中粒， 軽石を含む ． ，層理に平行

に配列する不規則扁平な石灰質ノジュ ー ルを含むのが特徴的である ． 遠望して地屈の成層状 態
が判断される ． 砂岩は新鮮な時は緑灰色， 風化すると黄灰色～灰白色を呈する ． 本屈の上限～

上位の山野内層下限付近に 2枚の， いずれも厚さ30cm以下のよく連続する白色細粒凝灰岩屈

（アベック・ タフ）と， Felan£ella usta の化石層がある ． よく連続して鍵層として有効であ

る ． 本層は層厚30m, 月吉断層以南の， 明世町月吉ー中央道瑞浪イン タ ー付近一戸狩ー消水一



瑞 浪 ｝図 群 の 地 質 15 

．

．．．．．．
 

．．．．．．．．．．．．
 

••••••••••••
 

．．．．．．．．．．．．
 

．．．．．．．．．．．．
 

．．．．．．．．．．．．
 

••••••••••••
 

．．．．．．．．．．．．
 

••

•••
 

冒
釦寧碑

［二ニ］ 沖 積 層 ITIIIIID 生 俵 累 層 ［ニニコ 戸 狩 層 一 土岐交炭累層

亡 段丘堆積層 屈墨翌璽 狭 間 層 屡蕊蕊恩目 月 吉 層 ［二zこ］ 石 英 斑 岩

二旦且 瀬 戸 暦 群 巨三三ヨ 山 野 内 層 冒冒冒璽 本 郷 累 層 にこここ］ 花 尚 岩

第 11 ー 3 図 瑞 浪 市 化 石 博 物 館 付近 地 質 図

桜堂へかけて分布する ． 東及び北東部へ薄くな り ， 尖滅する． 多くの貝化石を含み， 特に ノ ジ

ュ ー ル中に密集して産する．
山 野 内 層

無層理の凝灰質シルト岩～細拉砂岩で， 直径20C1n前後の球形のノ ジュ ー ルを層理と無関係に

含む ． 青灰色～灰色で， 軽石 拉， 植物片が多い ． 中央道工事により， そ の層序の詳細が チ ェ ッ
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ク された（第 冊 ー4 , 5図）． それに よれば， 約1 0屈の凝灰岩層を挟み， よく連続す る ． ま た， 上

位に泥岩 層が何層かはさ まれ る ． 凝灰岩 眉の下位 に は し ば し ば生痕化石を 含み， その他の部分

で も 見られ る ． 囮厚は約30m , 戸狩層 と ほぽ同 じ 分布を も つ ． 多くの貝化石が シル ト岩 中に点
在し， ま た ノ ジ ュ ー ル中に も 多く含 まれてい る ． 下位の戸狩層 と は漸移であり， 約 1 第 の漸移

帯で も って， 中拉砂岩から砂質 シル ト岩へ変化す る ． 遠望すれば色調の ち がい， 露出のかた ち

などで容易に両阿が区別され る ． 上位の狭間層 と も 漸移圏係にな る ．

狭 間 層

山野内層の シ ル ト岩の 上 に の る ， 軽 石凝灰岩層から上位であ る ． 藤田 • 生越 (1950) の狭

間層は明世町戸狩狭間洞付近を模式地 と して設定され， 模式地付近では20m以下の軽 石礫を主

と す る 地層であ る ． それより南では， 軽 石凝灰岩 と 細 粒凝灰岩～凝灰質泥岩 と の互層 と なり，
厚さ も 大きくなり， 45m以上 と な る ． 狭間洞では， 上位の生俵累層堆稼 前に削はくされた も の

と 推定され る ． 凝灰岩層はいずれ も 斜交層理を持つか或いは無眉理で， 時に古生層から由 来し
た岩石の細礫， 自 然木炭， コ ハ ク などを含む ． 化 石は稀で， 泥岩 中 に 点在して産す る ． 本層は

m 
220-

210 -

200-
東

1 90 -

＾ ^ 

1 80 - l 

St 288 

0 1 0  50 m 

I 

St 287 

第 11 - 6 図 狭閻／目岩相変化図 （瑞浪 イ ン タ ー 東）

北および東へ尖滅し， 分布地は明世町戸狩ー 一 日 市場一桜堂及び瑞浪市土岐川左岸， 小田町な
どであ る ． 西方土岐市土岐 津では岩相が変化 し ， こ れを肥田相 と す る ．

桜 堂 相

土岐町桜堂の桜堂薬師より南の道路を模式地 と す る ． 下位の土岐突炭累層の泥岩屑の上に含
化 石礫岩層を も ってのり ， 最上位は， 生俵累層の基底礫岩（名滝層）によって不整合におおわ
れ る ． 層厚は43mで， 中粒砂岩 と シル ト岩の互層を主 と す る ． ラ ミ ネ イ トす る かあ る いは無層

理であ る ． 中部に 5 m＋の中粒砂岩があり， その上部に Felaniella usta の化 石帯 と 白色細
粒凝灰岩 （アベ ッ ク タフ ）が見られ， これは戸狩層・山野内履境界の層準を示してい る ． 最上

部10mは無層理の砂質 シル ト岩で， ノ ジ ュ ールを含む． 山野内 屑によく似た岩相・化 石相を持

っ ． 化 石は特定の層準の他は少ない ． 桜堂付近に分布し， 主に戸狩ー山野内 層（一部月吉層を

含むか も しれない）相当の地囮である ．

久 尻 相

中粒砂岩 を 主 と す る 地屑であ る ． 下位より， 礫岩， 無屑理砂岩， ラ ミ ネ イ ト砂岩の 3 つに区

分でき る ． 礫岩は亜円 ～亜角礫， 古生層から由 来した， チ ャ ー ト・砂岩， 花 剥岩， 石英斑岩な

どの中ー大礫からな る ． 砂岩は無層理で石灰質 ノ ジ ュ ー ル を 含 む ． 2~ 3 層の凝灰岩層を挟
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むが， 中部にある凝灰岩唇は， 恐らくアベ ッ ク タフ (Tu) に連続するものと思われる ． 定林

寺よ り東では， この砂岩層の中部にシル ト 岩があ り ， 山 野内囮に連続する ． 化石を多く含んで

いる ． 上部の ラ ミ ネ イ ト 砂岩は中粒で黄灰色， 他に特徴はない ． 屈厚は35m以上である ． 主な

分布地は土岐市久尻・ 定林寺であるが， この地域の北では， 花 岡岩 にアバ ッ ト していて， ほと

んどが 花 （湖岩の巨礫からなる礫岩となる ． 中央道土岐 イ ン タ ー 北の国道21号線の蕗頭では土岐

央炭累眉の上位に不整合で久尻相が璽なる。 不整合面には多くの穿孔性貝類の生痕化石が見ら

れる ． また定林寺付 近では ウ ラ ン鉱床が， 土岐央炭累阿中のみならず久尻相中にも見られ， 含
貝化石 ノ ジ ュ ー ルと含 ウ ラ ン砂岩が共産する地点がある ．

主分 布地から東， 土岐市河合穴洞付近の粗～細粒砂岩は岩相も類似し， 化石群も 共 通 な の
で， この相に入れることができる ． ま た， 瑞浪市山野内の東， 明世累層が花岡岩にア パ ッ ト す

る地点 C L 6 糸魚川 1960)にある貝殻石灰岩， 土岐市河合大洞にある石灰藻石灰岩（島田

ほか 1969, 石島 1970)も同 様， この相の中に含められるものであ ろ う ．

浅 野 相

土岐市肥田町の浅野炭坑（現在廃坑） において， 地下 190m よ り 上に， 海成層が存在した ．

下位の土岐央炭累層と非整合で 接し， 穿孔性貝類の砂管が見られた ． 地層は最下部に礫岩があ
り ， その上位に砂岩がある ． この部分を浅野相とする ． 岡厚は約20m. 礫岩の礫は下位の土岐

爽炭累胴の泥岩・ シル ト 岩の礫で， 中～小礫， 亜角～亜円である ． Arca などの化石を含む ．

上位には山野内層と同 様のシル ト 岩が厚くのっている ． 地表では見られないが， 存在が確認さ

れているので， 浅野相として区分しておく ．

肥 田 相

土岐市土岐津の南の丘陵北端に露出する地層である ． 大きく 2 分できる ． 下位は斜交屑理の
発達した細礫岩～粗粒砂岩で， 軽石の中～小礫を含む ． 厚さは30m ＋ で化石は含 まない． 土岐
市下肥 田 ・ 中肥田で典型的なものが見られる ． 上 部は凝灰質・ 無僭理のシル ト 岩 • 砂岩からな
り ，軽石凝灰岩を含む ． その阿序と横への岩相変化は柱状図（第 1[ 一12 図）から読みとれる． 厚さ

は65mある ． 上部贋 には，下位よ り Cyclina-Vicarya 群集 ． Dosinorbis-Tapes 群集，Lucz'noma­
Macoma 群集が見られるので， かっては 月吉眉 ・ 戸狩層 ・ 山野内層が分布すると考え られた

ことがあった ． しかし， ボ ー リ ング資料及び亜炭採掘のための坑道掘進の折の資料中， 地下に

山野内層に類似したシル ト 岩を主とする地層が約 190m 近く存在すること（土岐突炭累眉の上
に不整合で重なる ． 穿孔性貝類の生痕化石が見られる） が判明した ． ま た， 肥田相中の軽石凝

灰岩が狭間層中の軽石凝灰岩に連続する ． この 2 つの事実は， 肥田相が狭間層の横へ変化した

1 異相であることを示す ． 肥田相は西へ延長し土岐市御幸町付近で基盤である古生層にアパ ッ

ト するが， ここでは， シル ト 岩からのみな り ． 先程のべた3つの化石群は見られず， Cycl切a­
Vicarya 群集が卓越している ．

宿 洞 砂 岩 相

瑞浪市日吉町宿洞に．Miogyps切a, Astryclypeus を産する中粒砂岩がある ． 基底部に礫岩が

ー あ り ， 50~30cm層厚で， 主に古生層由来のチャ ー ト ・ 砂岩など， 渡飛流紋岩礫からなる ． 最大

径 1 . 5m の流紋岩礫がある ． その上位には約 4 mの中粒砂岩がのる ． 無層理で暗緑灰色～青灰

色， 炭質物を多く含む ． 直径20cm以下の球状の ノ ジュ ー ルが点在する ． 化石は豊富で， 種類数
の多いこと， 熱帯系種をもつことで特徴的である． 礫岩•砂岩 ・ ノ ジュ ー ル中に含 ま れる． 同

様の地層は宿 詞の西の，宿． 柄石， 月吉溝 口などに分布する ． 東方への分布は， 菅沼（ 1 つ東
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第 ll - 7 図 宿洞砂岩相 ・ 名 沌礫岩暦柱状図
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魚川 1967) . Miogypsina を は じ め 多 く の特徴的な化石 を 含 み ， 対比とも 関連して ，その層位が

問題とさ れているのである． 筆者 も これ まで本層を 生俵累暦の基底部 に 発達する砂礫岩相とし

て 扱 っ て来た． しかし ， 最近の調査によ り い く つかの新しい事実が発 見さ れ， 宿 涸 砂岩層（糸

魚川 1960) は 2 分さ れることが明らかにな っ た ． 1 つは生俵累層基底礫岩層（名 滝礫岩層） で

あ り ， 他の 1 つは明 世累層狭間層の 1 異相で ， 最上部の層準にあるも ので宿 洞 砂岩 相である． 宿

洞 砂岩相は前記各地の他 ． 瑞浪市下荻 ノ 島 ． 瑞浪市上荻ノ 島と恵那市武並町宿との境界 ． 土岐

市中肥田から土岐津への地域 に分布 するも のが， 多 少の疑問はあるが 相 当 すると思わ れる． 宿

詞 砂岩相は生俵累層の基底礫岩である名 滝礫岩層とし ば し ば分布が重な り ． かつ岩質， 化石相

が類似 するので混乱し て き たのである． 両者の各地に お ける柱状図 を 示し て お く （第 置 ー 7 図 ）．

‘‘宿 洞 砂岩層” を 2分したの は 次 の 理 由 による． すなわ ち ， 瑞浪市明 世町月 吉溝 口 に おい

て， 宿洞砂岩 相 （模式地の岩質と全 く 一致 する） の 砂岩の上に 明らかな不整合関 係で生俵累層

が重なる露頭があるからである． この関 係は宿 洞， 宿の早川炭坑 ． 宿の道路沿いで も 見ら れ ，

細 久 手
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第 ll - 8 図 明 世累腔基底面等高線図 （数字は m)
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いままで 宿洞恩 は生俵累層の基底屁で は ないとした説 （北村 1959) の根拠に さ れてきたもので
ある ． ただし， これらの露頭で は， 果して 不整合か否かの判断が非常にむつかしい ． 宿洞砂岩

相を明世累暦の最上部にお い た の は， 月 吉溝 口 において， 宿 洞砂岩相の下部礫岩（砂岩の下

にくる）中に， Saccella , JWacoma などの化石を含んだシルト岩があり， この礫は， 山 野内層

から由 来したものと考えられるからである ． また， 土岐町桜堂西において， 名滝層 中に貝化石
を含んだ砂礫岩が礫として含まれていて， その内容が， 明世累層の他の地層 のそれと大きく異

なり， 恐らくは， すでに侵食 削 は く さ れてしまった最上部の層準＝ 宿洞砂岩相相当＝ の存在が
推定 さ れるからである ． 斉藤 (1963)が， 生俵累層と宿洞砂岩層（宿洞と下荻ノ 島）の浮遊性

有孔虫化石を研究して， 両者のフ ォ ー ナ に差 はあるが， 1 つの化石帯に属し， 時間的に大きい

差がないとしたことも， 宿洞砂岩相を明世累層の上部におくことを支持している．

明世累層基底（月吉層）の地下等高線 図 は 第 II - 8 図 に 示 さ れ る． 本郷累層の基底のそれ
は， 日 吉町細久手から本郷を経て， さ らに南へつながる谷の存在を示して いるが， 月吉層の場

合 は， 地層（海成雁）の分布 は本郷の南にまでしか及ばず， それより南へ， 徐 々 に深度を深く

する． 戸狩狭間付 近より北西へ， 月 吉 一賤ケ祠へかけて は， 土岐突炭累眉の場合と同様， かな
り顕著 な谷地形が認められ， これを埋めて月吉 層が堆積したと考えられる ． この谷 は 戸狩付近

で 不明瞭になり， 東西に近い等高線が南へ徐 々 に下がる形をとる ．

土岐市付近で は定林寺， 河合の大洞にや はり谷地形があり， これらも土岐川付近で， 消滅す

る ． 瑞浪と土岐の 2つの小盆地を区切るもの は ， 山野内一 穴 洞 から， 和合へかけて はり出す花

岡岩の基盤で， この高まり は地下等高線にあらわれていて， 戸狩層から久尻相， 狭間層から肥
田相を分離する要因とな ったものであろう ．

明世累層の地下における最大層厚 は 276m + で， 最大深度は 一 86m（標高）である ． それは

土岐市中肥田の南， 山 田断層帯よりの所である ．

生 俵 累 層

いまま で 述べてきた各種の地層 ・ 岩石を不賂合でおおって ， ＇広く分布する地層である． おも

に凝灰質泥岩よりなり， 均ーで， 無層理である ． 色 は青灰色であるが， 風化すると灰白色～黄

白色になる ． 一般にうすくへげる性質がある ． 基底部は 普通礫岩 · 砂岩を伴う ． 盆地中心部で
は， 砂岩～シルト質砂岩 中に細礫～中礫が点在し， 厚 さ も数mとうすい ． 局部的に化石を含んだ

顕著 な礫岩が発達する ． これを名滝礫岩層と新称する ． 模式地は瑞浪市土岐町名滝の道路 切割り
（中央線の鉄橋の下） ． 岩 相 は 柱状 図に示 さ れるように さ まざまである ． 同時に化石群集も変

異に富む ． 岩礫地の群集として 注目さ れるものである ． 礫 は古生層 由 来のチャ ー ト・ ホ ルンフ
ェ ルスなど， 花 l踊岩・流紋岩 など， 土岐央炭累層の泥岩・シルト岩が主なものである ． ふ つう

亜円～亜角礫， 大礫～中礫である ． 土岐央炭累層の岩石の場合 は， 巨～大礫， 亜角礫である ．
穿孔性貝類の生痕化石が見られることが多い．

生俵累層の基底部より数mの間に3枚の凝灰岩層が発達し， よく連続する， この凝灰岩層が

宿洞砂岩囮中に連続しないこと は ， 両者を 2 分したことの 1 つの根拠となっている．

生俵累層の最大闇厚 は 160m+ ， 日 吉町本 郷の東南にある ． 生俵累層の基底は ， 本郷付近で

約300m の高 さ にあり， 南へ高度を減じ， 小田町付 近で 170m 近くになる ． 谷地形は常柄， 柄石

に見られるが規模 は 小 さ い ． 生俵累層の地下等高線 図 は さ らに検討を必要とする ．

堆 積 岩 脈 に つ い て

瑞浪層群中に存在する堆租岩脈について はすでに報告がある（林 1966)し， 狭間に露出す

るものは よく知られて いた．
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今 回 中央 自 動車道工市の際， 辿続涵頭が観察されたが， そこには， 大小の堆軟岩脈群が発見

された ． その分布 を 第 旧 ー 9 図 に示す ． 岩脈は 巾 最大7 0渾， 閉 じたままで， 中 に 砕府物 を 持た

ず， 単に crack の も の も ある ． これらの岩脈は主に山野内居 中に見られ， 大き く 2つのグル

ー プが認められる ． 1 つは， 岩脈の構成物が狭間貯から 由 来し た も の で， 規換は大き く ， 軽
石凝灰岩で充てんされている ． 領斜は西である ． 他の 1つは生俵累貯基底囮より物質が供給さ

れた も ので， 細～中礫を ま じ えた砂岩よりな る ． 砂岩は色が緑灰色で， 多 く の化石 を含んでい

る ． 規模はむしろ小さ く ， 多 く は東へ領斜する ．

？・ ゜

1
 

1 1  

／ 
／ 
I 

／ 
／ 

0 50 m 

I I 

第 肛 一 9 図 砕屑岩脈分布図 （ 明 世町 山野内瑞浪 イ ン タ ー西）

この他， 2つのグル ー プのいずれに属するか不明な も の， 多 く が N20° E 前後の走向 を 持つ

のに反し． N 7 0° E 前後のちがった走向 を 持つ小グル ー プがある．

生俵累眉の基底から砕屑岩脈が連続している も のがあり． これは生俵累囮中には岩脈として

入らない ． このことは． 生俵累府が堆租後， 十分固結 し ないうちに岩脈が生成されたと考えら

れる ． 狭間層由 来の も のについて も 同様である ならぱ， 本地域 の 砕 屑岩 脈は少 く と も 2回 の時
期に生成されたと考えられる ． それは， 何らかの構造迎動によって， crack ができ， そこへ物

質が上位の履より供給され． 充てんした も のである ． その構造運動の性質． 時期などは， 月吉
断履の活動と関連して考えなければならない問題である ．

3 . 地 質 構 造

瑞浪盆地の地質構造については植村 (1961)， 松沢・植村 ( 1964)， 松沢・ 植村 (1967) の研
究がある ． 以下主にこれらに従って地質描造を まとめて見る ．

瑞洩盆地は地質構造上， 北半 を ほぱ東西に走る月吉断囮（賤ケ洞 一月吉一木暮の北）と， 南半

を 北東ー 南西ないし西南西に走る山田断層帯（土岐市栄楽町ー上肥田一瑞浪市 山田町一市原一
庄ケ洞 ー奥名） とによって． 北部 ・ 中部 ・南部の3地域に区分される ．

北部地域の中新統は基盤の凹所 を 埋めて， 南～南西へ月吉断府に向って． 100 内外の頻斜を

も って傾き， 一部 の局部的断岡 を 除いて， 概して簡 単 な 傾動的単斜構造である． 中部地区の中
新統は月吉断層によって浅 く 盛り上り ． 再び南～南東へ山田断層帯に向って緩 く 傾 く ． このこ

とは月吉断層が北落ちの正断層であること を 示している ．

中部地区は瑞浪盆地の主要部を 占め， 各層が も つと も よ く 発達する所である ． 局部的な異常

を 除いて． 10° 以下， 普通数度の傾斜 を 持つ ．
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第 皿 ー11図 瑞浪盆地地質而図 （戸狩一瑞浪駅の 間 を 通 る ） （植村 1961に よ る ）

Pl : 古生／図 ． Gr : 花岡岩 T : 土岐突炭累｝図 H : 本郷累形 Ak : 明世累囮

F : 中部 Sh : 明世累屈上部 〇 ： 生俵累暦 S ： 瀬戸囮群

南～南西へ傾いた地層は， 地域の南縁付近に至って， 北東ー南西～東北東ー西南西にわたる
向斜構造を示し， そ の南東粟は山田断屈帯に接する ． これらの向斜構造は山田断層帯の地質構
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造と密接に関連し， それに応 じ て， 4 向斜構造があり， 多少雁行状にくいちがって延長する ．

庄ケ洞ー上肥田 向斜帯と呼ばれて いる ． これの 向斜構造は北西爽が数度～ 100 内外の 傾斜であ

るのに対し， 南東粟は 2 0° ~ 5 0° ' 時に 6 0° ~ 8 0° に及ぶ 急傾斜を示し， 向斜軸面が南東へ傾
いている非対称の向斜構造を示す ．

名滝付近では前述の花 I蘭岩の高まりを中心にして北東ー 南西の 背斜構造が認められ， これを
名滝背斜と呼ぶ ． この 背斜の 軸面は南西へ傾斜している．

土岐盆地の構造は南へ傾く単斜構造で， 南部 ほ ど地貯は厚く， 基盤は深い ． 中 肥 田 南では基

盤深度が 一 179m （槻高） で， 中 新統の層厚は369訊 に逹する ． このように， 中 部地区では地
質構造に基盤の構造の反映が見られる ．

南部地区では基盤岩類が盛り上り， 各地に点在し， 瑞浪胴群はその間の凹地を埋めて分布す

る ． 基盤岩類のうち， 古生囮の 走向はふつう北東ー 南西～東北東一西南西で， 山田断履帯の 延
長方向， 中新統の 背斜構造などの方向が一致している ． 南部地区の地質構造はさらに3つに区
分して考えることができる ．

小里川より北東の 地域では， 山 田断層帯が北東一 南西方向に延長し ， 奥名から北東では 1つ
の 断層で代表されるが， 庄ケ洞ー小里川間は， いくつかの断層で構成される ． 土岐央炭累層を

基準にして見ると， 中 部地区とは， 数10m の高度差がある ．

庄ケ洞より南西では， 主に， 土岐央炭累層と本郷累阿が断府帯の 主要方向に並行な い くつか
の 断層によつて切断され， さらにこれらの断府が南北系の断暦により切られて， 丁度寄木細工
のような分布をする ．

小里川と肥田川間（山田町を中心とする地域） では北東部と同様， 基盤が中 部地域に対して
段階をなして台地状に地表近くに盛り． 上ってい る． 山田断閏帯はより南へずれて， ふつう東北

東ー西南西方向を示し， 巾 も 広くなり， 1 1mi tこ 及 ぷ所がある ．

主 な断層は東北東ー西南西方向を示し， 南東へ凸な弧状を呈し， 不規則な雁行配列をする．

大部分は北西側が落ちた高角度逆断園であるという ． 地暦はこれら断層群によって細かく切ら
れ， ところにより傾斜方向が異なり．， 角度 も さまざまである ．

肥田川南西部では， やはり基盤が上昇し， 台地状を呈する ． 山田断層帯は上肥 田付近で東北
東一西南西方向を持って 巾 約 7 00m のはんいに数個 の断層と なって表われる ． ボ ーリング結果

により， 断層帯の両側を比較すると， 土岐央炭累層基盤において， 145m の高度差（南側が上
昇している） がある ．

妻木 ・ 駄知以南では， 地胴は北東ー南西～東北東ー西南西の 走向で， 北西へ 100 ~ 100 十 傾
斜する ． ただ， 妻木一駄知街道に沿って地層が急激に30~5 0° の 傾斜を持つようになる ． これ
を駄知構造線と呼ぶ ．

南部地域の南縁は基盤岩類に 接するが， 大 部分は崖錐性堆桔物によりおおわれていて， 両者
の 関係は明らかでな い． 一部は断屑， 一部は不整合によって 接する も のと思われる． い ずれに

してもその境界は北東ー南西から， 東北東一西南西にわたって弧状を呈する ．

瑞浪盆地の基本構造は瑞浪恩群の堆稼期間を通 じて行われた南ー南東に傾く基盤の 傾動運動
により生 じ たと考えられる ． その 理由として次のことがあげられる．

1. 瑞浪層群の 走 向が全体として東北ー西南であり， 基盤岩類の構造方向と一致すること ．

2. 明世累層中・ 下部の分布が中部地域に中心をおくこと ．

3. 明世累胴上部が 山田断囮帯の 前面できわめて厚くなること ．
これらの ことは， 各屈の地下等裔線図によくあらわれている． すなわち， 全体として基準面

が南へ傾斜し， それを修飾する形で， いくつかの谷地形が 存 在 す る ． それ も ， 南へ開 いてい

て， 南ほ ど深く， 広くなる傾向をも つ ． 断層による地域 ととの高さの差 も また明らかである ．
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第 1 - 14 図 柱 状 図 位 凶 凶

ア ン ダ ー ラ イ ン は 地 下 ボ ー リ ン グ 住状凶 を 示 す ．




